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プ  第8回全国大会報告

大会運営委員 生田省悟 (金沢大学)

晴天に恵まれた 10月 12日 (土 )午 後、ASLE
‐Japan/文 学・環境学会第 9回総会お よび第 8回
全国大会が会員約 50名 の出席の もと、明治学院大

学で開催 されま した。その様子 についてご報告 し

ます。
木下卓氏の司会による総会では、ほぼ例年 どお

りの各報告事項が承認 されたのちに協議へ と移 り
ま した。その場では 2002年 度予算案、次期役員人

事な どの事項が協議 され、 とどこお りな く承認が

得 られま したが、特筆すべ きなのは、山里代表に
よって ASLE国 際シンポジウムの計画の概要が

明 らかに されたことで しょう。つま り、すでにお
手許に最新会員名簿 とともに届 け られた計画書に

もあるとお り、2003年 3月 4日 か ら 7日 にかけて、
琉球大学で "Nature:Urban,Rural,Wild“ をテー
マ とす る国際シンポジ ウムが開催 され るとい うも
のです。本件 も満場一致で承認 されたのはい うま
で もあ りません。代表の ことばにもあ りま した よ

うに、ASLE― Japan/文 学・環境学会の創設以来、
10周 年 とい う節 目を迎える時期 に国際シンポジ

ウムが計画 され るとい うのは意義深い ことです。
会員の皆様の積極的な参加 をお願い します。

総会に引き続いて開催 された全国大会では、ま

ず三名の方に 日頃の研鑽 を踏まえた研究発表 をお

願い しま した。要 旨についてはご本人がそれぞれ
にお書 きにな られた報告に譲 りますが、加藤宏氏
「サ リンジャー と自然― 作家 と作品を探 る」は、
評価の定まった とみな されがちな書 き手の作品を
「自然Jか ら読み直 し、再検討 を行な う必要性 を

提起 されま した (司 会 佐藤アヤ子氏 )。 大川重郎
氏 「環境思想 と宗教 。霊性の政治学」は、ニュー
エイジ・ ムー ヴメン トとデ ィープエ コロジーの多
面的な関連 について、種々の文献・資料を踏 まえ
て報告 されま した (司 会 生田 )。 浅井千晶氏
「Carsonの 自然観 の展開―海 をめ ぐる二部作か

ら Sプ′ι″′s″ルgへ 」は、カー ソンの精神的な歩み
を丹念にた どるとともに、彼女の著作を環境教育
に結びつける意味についても言及 されま した (司

会 上岡克己氏 )。 三氏の発表が真摯で しか も意欲
にみちていた ものであったことは、それぞれ につ

いて繰 り返 された活発な質疑応答がおのず と物語
つているはずです。 また、今回の研究発表 を通 じ
て、会員諸氏の関心の広が りと深ま りの一端がか
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いまみ られた ことに感慨 を覚 えたむ きも多かった  つ く人、二次会に向か う人、34名 の参加者は再会

のではないでしょうか。 を期 しつつ 、充実 した一 日を終 えたので した。

シンポジウム 「アニ ミズム と文学」は予定時間   今回はアメ リカ文学会の 日程 との関係で一 日の

か ら大幅に遅れては じま りま した。 まず、司会の  みの開催 とせ ざるをえず、恒例の講演 とエ クスカ

高橋勤氏がご自身の想いを交えつつ、山尾三省 と  ―シ ョンは残念なが ら取 り止 め とさせていただき

石牟礼道子に言及す ることで、アニ ミズムを 「自  ま した。 この点、ご不満の方 もお られたか と思い

然 と人間の関係 をめ ぐる文化的なパ ラダイムの問  ます。また、危惧 していたことではあ りますが、

題」 として捉 える意義を強調 されま した。次に高  過密スケジュールのため、皆 さまに多大な ご迷惑

橋 昌子氏がアニ ミズムの定義づけを試み られ ると  をおかけ して しまいま した。重ねてお詫び 申し上

ともに、泉鏡花におけるアニ ミズムの要素につい  げます。
て作品に即 した形で論 じられま した。 さらに岩井 会場の明治学院 キャンパスでは歴史を偲 ばせ る

洋氏は 日本的な自然観の底流 にあるアニ ミズムに  瀞洒な建物群が緑に囲まれていて、独特の雰囲気

ついて、本覚思想 な どを軸 として考察 されま した。  を醸 し出 していま した。全国大会を都心の、 こ う

喜納育江氏はネイティヴ・ アメ リカンの 口承文学   した麗 しい場所で開催できたのは嬉 しい こととし

におけるアニ ミズム と 「ことば」にこめ られた生  か言いよ うがあ りません。末尾なが ら、会場の提

命力について語 られま した。詳細はやは り各講師  供、準備、懇親会の手配等 々で ご尽力いただいた

の報告に委ねますが、相異なる視座か ら披露 され  笹 田直人氏に厚 くお礼 申 し上げます。また、準備

たそれぞれのお話 は一点に収敏 してゆくと同時に、 に奔走 していただいた岩政伸治氏、近江真理子氏、

本シンポジウムのテーマがいかに重要な問題であ  林直生氏、村上清敏氏に感謝いた します。

るか を私 た ちに明確 に示 して くれ ま した。 残 念 で

あったのは、時間 的 な制約 か ら、予 定 され てい た

高橋 勤氏 の石 牟礼道 子論 が割 愛 され た こ と、そ し

て質疑応 答 が十分 に行 なわれ なか った こ とです

(こ の点 は運 営上 の不 手際 をお詫 び しな けれ ば な

りませ ん )。 しか しなが ら、短 い なが らも実 り豊 か

で印象深 い シ ンポ ジ ウムで は あ りま した。

全 国大会 終 了後 は、 目黒駅 前 の 「和 民」 へ と場

所 を替 えて懇親会。盛 りだ くさん の料理 と飲 み放

題 のアル コール そ の他 を楽 しみ なが らのひ ととき、

研 究発 表や シ ンポ ジ ウムでは語 り尽 くせ なか つた

事柄 をは じめ、 に ぎや かな話題 が あ ち らこち らで

飛 び 交 う うちに時 間 は過 ぎて ゆ きま した。 家 路 に

研究発表要 旨呻

■|■  サ リンジャー と自然―作品 と作家 を探 る

・
1｀

計      加藤宏 (青 山学院大学・非 )

J.D.サ リンジャー (1919-)は ニュー ヨー クに

生まれ育ち、主に都会の中産階級の 日常生活 を題

材 に した短編 を、雑誌『 ニュー ヨーカー』 を中心

に発表 した。長編『 ライ麦畑でつかまえて』 も、
ホールデ ンのニュー ヨークでの紡往が話の中心で

ある。しか し、サ リンジャーは都会生活の矛盾や、
都会に住む人の悩みだけを題材 に したわけではな
い。作品中には 自然に関す ることが しば しば述ベ

られ る。ホールデ ンは、 自然がそのままの形で変
わることな く保存 されている自然誌博物館が気 に

入 つている。また、都会を離れ 田舎で暮 らす夢 を

何度 も語 る。 さらに、ニュー ヨークに住む グラス

家の物語 も、「シーモア・序章」においては、サ リ
ンジャーの分身 ともい うべ き語 り手のバデ ィは、
カナダ国境に近い ところに質素な小屋で生活 をし

てい る様子 を語 る。発表では、サ リンジャーの作
品中か ら自然 をイ メージさせ ることを取 り上げ、

作家や登場 人物 た ちの 自然 に対す る態度 を考 察 し

た。

■|. 環境思想 と宗教・霊性の政治学
●■■|■|

■ 胸      大り!1重 郎 (立教大学・院 )

生態学的破局 を強調す る環境思想は、世俗的黙

示録主義 と呼ばれた り千年王国運動の枠組みで説

明 され る場合 もある。その例 として過激な直接行

動で知 られたグループ、アース・ファース ト!が 挙

げ られ るが、そのメンバーたちは、危機 を救 う自

らの正当性 を信 じている点で選民意識があると指

摘 されている。その多 くがデ ィープエ コロジーを

信奉 しているといわれ る彼 らは、その運動 にネイ

ティヴ・アメ リカンの儀式 を取 り入れて もいる。

環境運動が宗教儀式 を借用す ることには、本来の

宗教伝統を破壊す る、オ リエ ンタ リズムであると
い う否定的見方 と、宗教は元来混合的なものであ

る、借用す る環境主義者 は現実に、概 してその異

文化に敬意 を持 つているとい う肯定的見方がある。
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借用者 はそれによ り環境意識 を高め られ るか もし  作品において も現状への警告が文面に潜み、逆に

れないが、人類学者か らは、土着の人々の文化や  農薬の惨禍を告発 し現状 を批判す る S″ル′′シ″ブ′g

| シンポジウム「アニミズムと文学」要旨

司会・講師 :高橋勤 (九州大学 )

このシンポジ ウムでは、アニ ミズム的な思考 と文学 とのかかわ りを、 とくに 日本文学 を中心 として考

察 した。 シンポジ ウムにおいて確認 された ことは、 日本文化の基層 に神話的思考が横たわ り、そ こにア

ニ ミズム的な思想が色濃 く現れていること、近代化の歴史においてそ うした思考が抑圧 され、逆に、現

代の文化の閉塞的な状況を生み出 しているとい うことである。昨年亡 くなった屋久島の詩人山尾三省 に

『 アニ ミズム とい う希望』 とい う著作があるが、この詩人がアニ ミズムに託 した希望 とは、人間が 自然

と精神的なつなが り、あるいは交流を回復す ることによつて、環境破壊 とい う社会問題 も含 め、新たな

思考のパ ラダイムを切 り開けるのではないか とい うことだろ う。

iぜ輻、檻 、f馘、L.3勁 1眩■ビ鼈 藉鰺

世界理解の方法 自体は必ず しも環境にや さしいも
のではない との指摘 もな されている。

Carsonの 自然観の展開一海をめ ぐる二部

■11. イ乍から S′ル″ 1シ″′′gヘ
●

浅井千晶 (金 蘭短期大学 )

Rachel Carson(1907… 1964)の 作品にみ られ る自然

表象の レ トリックについて、先行研究を踏 まえて

分析 した。Carsonの 著作では、ルι Sι′sι げ 隕″″θ′
のように生命の営みを愛で、自然礼賛を主 とする

‐■‐ 泉鏡花『高野聖』 を通 して考える

・
↓ly         高橋 昌子 (二 重大学 )

泉鏡花『 高野聖』は 日本近代文学の中で もアニ

ミズム的な認識 の強い作品である。 この作品に登

場す る山の女は、民話や神話の 「山の神」や 「山

姥」な どアニ ミステ ィックな認識が作 り上げる自

然神の変種だ といえるが、 ここでの女は伝統的な

山姥のよ うな生産力や豊か さを持 つていない。生

産や農耕 とい う物質次元での 自然への関わ りを失
つた状態で、 自然 を倫理化す る認識が じつは 自然

存在 をゆがめ、 自然 を殺 してゆくのではないか、

とい う逆説 を『 高野聖』の女神の衰弱か ら読み と

り、現代の 自然認識の問題 を再考す る契機 とした。
アニ ミズムは近代の科学的な 自然認識への批評的

要素 をもつているとして評価 もされ るが、また、
オカルテ ィズムな どとも通底す る危 うさを持つ と

も言われ る。アニ ミズムは 自然を倫理化す るとい

う点でデ ィープエ コロジーの思想 と通ず るところ

もあ り、アニ ミズムの問題 は現代の環境思想の問

題 にもつながると思われ る。

1 伝統 的 日本 的 自然観 、アニマ息 づ く世界

■ 11‐  一 日本文学 を主 た るテキ ス トと して

岩井 洋 (酪 農学 園大学 )

日本 の伝 統的 な 自然観 につ いて、和辻哲 郎や 日

本仏 教 の本覚 思想 等 を参 照 しつつ 、その アニ ミス

において も、随所 に自然の美 しさが描写 されてい

る。 この二つの作品は相補的であ り、 自然表象の

可変領域 をよく示 している。また、Carsonは 生命
の循環を作品中で繰 り返 し表明 してお り、彼女の

自然観 は生命の連続性 にたいす る祈念 を背景にも
つ。Carsonの 場合、海 に関す る初期の著作か ら 物ι

S“ Sι げ ″しだι″を経て Sノ′
`″

′シri4gま ですべての

作品において顕著に表れているのは緻密な観察者
の 日であ り、生命の営みを科学者の視座か らみ る

姿勢は最後まで一貫 していた。

テ ィックな特質を考察 した。 日本におけるアニ ミ

ズム的思想の背景にあるのは、豊かな水 と四季の

変化 とい う日本的な風土において、万法流転、無

常感 とい う思想が発生 したこと、仏教の本覚思想

よ り霊内一元論が生まれたことな どが、主な要因

として挙げ られ る。 さらに、本居宣長の ものの

あはれや、西行・芭蕉の 自然観 に見 られ るよ う

に、 自然世界がアニマ化 され、人のアニマ と自然
のアニマ との交流が美意識 として敷術 した ことで

ある。 また、賢治文学の 自然世界 も、 自然物の物

質性 を超 えた 自然アニマの交流・交錯の世界であ

り、 日本的伝統的 自然観 のアニ ミステ ィックな特

質を示す ものである。

ネイテ ィヴアメ リカンの ことばとアニ ミ
‐■ .■  ズム

・ tぎ
喜納育江 (琉 球大学 )

ネイテ ィヴアメ リカンに とつて 自然は無数の霊

魂 と人間の世界 とが交わる場所であ り、その森羅

万象の生命 といかに交感 し、繋がるか とい うとこ

ろにことばの役割があつた。ネイテ ィヴアメ リカ

ンの伝説の神 々が、 自然の事物や動物の身体 と人

間の身体を具有す る姿をしていたの と同様 に、そ
の ことばも、人間が、人間の言語 を越 える自然の

ことば との交わ りに意味 を創造 しよ うとす る営み

か ら生まれた と言 える。 David Abramが 指摘す る

よ うに、それは肉体の感覚を介 して生まれ る、体

験 としての ことばであ り、また、ネイテ ィヴアメ

リカンに とつては、魂 を伴 うがゆえに概念世界を
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も変容 させ る magicと しての こ とばだ った。 現代
のネイ テ ィ ヴア メ リカ ンの書 き手 が英語 とい う新

しい言語環境 の 中で 目指 す の も、森羅 万象 の声 に

耳 を傾 け る こ とに よって のみ生 まれ る、 この よ う

な言 霊 の復 興 、そ して アニ ミステ ィ ックな想像 力

と表現 の構 築 であ る と考 え られ る

●.  ことばの リア リテ ィー 石牟礼 道子 の文学

111. と風土

高橋 勤

作家 としての原点 となった『 苦海浄土』以来、
石牟礼道子が追い求めたテーマは、「風土の魂」を
いかに文学的に表現す るか とい うことであつた。
それは、「死霊や生霊の言葉」を語 り、「アニ ミズ

ム とプ レアニ ミズムを調合」して「近代の呪術師」
とな らん、 とい う『 苦海浄土』における作者 自身
の言葉か らも窺い知 ることができる。 この発表の

ね らいは、石牟礼道子の言語観 について、宮沢賢

治の 「鹿踊 りのは じま り」 と 「クンねずみ」 を参

照 しつつ、風土の中か ら生まれ、 自然の原質を保
った ことば と、 日本の近代 を形成 し、その近代に

よつて造 られた、無色透明な言語 とを対比 し、言

語がいかに権力 と結びついたかを考察す ることで

あった。 また、近代の言語の 「残虐性」あるいは

その無色透明性 を通 して、石牟礼が 「死霊や生霊
の言葉」 (つ ま り言霊 )の 中に求めたアニ ミズム的

な思想 と、言語の詩的 リア リテ ィを考察す る予定

であった。

“Ko Un is a magnificent poet,combination of
Buddhist cognoscente,passionate political libertarian,

and naturalist historian."… …Allen Ginsberg.

One of the Korea's foremost and celebrated
living poet, Ko Un is the living proof of the
tumultuous modern Korean history and his poems
record such personal and national history. Born in

1933, he gre、 v up during the Japanese Occupation,

and 、vhen the Korean War broke out he 、vas

conscripted by the People's Army ln his sensitive

late teens during the war he observed so much death

around hiln and frequently ran off from his home. In

his habitual 、vanderings he met a Buddhist monk,
became a monk himselt and liVed a monastic Before

he left the Buddhist cominunity he practiced Zen
meditation for ten years, traveling throughout the

country lt was also during this tilne that his prolific

writing life started The war left him mentally
devastated, and writing poems became his only life

and hope His first poems 、vere published in 1958.
Aftcr breaking with the Buddhist community in 1963,

he devoted himself to literature while he still led a

self‐ tormenting and nihilist life

噸藁 特 集 一ア ジアの環 境作 家

■■岬 ||■1    .・ |■■|    |■■■‐‐   ・ ■|||■・       .■■■     ■●■■■■蓄〒|  ■_■■■‐

近隣アジア諸国のネイチャー ライティング・環境文学の動向を学び、文学 と環境の分野におけるアジ

アか らの貢献を目指す こと。 これは、 3月 に沖縄で開催予定の ASLE国 際シンポジウムの大 きな特徴の

ひ とつです。そこで今回、「アジアの環境作家」をめ ぐる小特集 を組む ことに し、韓国、イン ド、台湾の

作家・詩人について原稿 をお寄せいただきま した。

■||■|デ|:牲|.‐    ■●■1111     111111■    ・ ■■111111‐         _■ ||■     ■

Ko Un,the Korean Poet         韓 国の詩 人 、高銀

Dooho Shin
Samchok National University,Korea

「高銀 (Ko Un)は 明達な仏教徒、熱心な政治的

自由尊重主義者、ナチュラ リス ト・ ヒス トリアン

としての側面を兼ね備 えた、偉大な詩人である。」

―― ア レン・ ギンズバーグ

現代韓国で最 も注 目され活躍す る詩人の一人で

ある高銀 は、韓国の動乱時期の生き証人であ り、

同様 に彼の詩は波瀾 に満 ちた 自らの人生 と国家の

重大な時局を記 している。1933年 に生まれ、日本

植民地時代 に育ち、そ して朝鮮戦争が勃発 した時、

人民軍 (peOplels army)に 徴兵 された。戦時中に

多感 な十代後期 を過 ごし、多 くの死に直面 し、家
出を繰 り返 した。放浪を繰 り返す うちに一人の仏

僧 に出逢い、 自身 も仏徒 とな り修行 を始めた。仏

門生活 を離れ るまでに禅瞑想 を十年間実践 しなが

ら国中を旅 していたが、活発 な執筆活動を始めた
の もこの頃であつた。戦争で精神的に打ちひ しが

れた彼 に とって、詩作は唯一活力を与えるもので

あ り、希望であった。第一作 目の詩集 は 1958年 に

出版 された。1963年 に仏教を離れた後、自虐的な
ニ ヒリズムに満 ちた生活を送 る一方で、文学に没

頭 していつた。
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During the  1970s and  1980s he actively 1970年代か ら 80年 代、高銀は、韓国軍部の独

participated in the human rights movements against  裁政治 に反 対 しなが ら、人権運 動 に活発 に関わ つ

South Korea's military dictatorship Being a leading  た。 この時期 、 韓 国 の独 裁 政 治 に反 対す る反 抗

dissident spokesman in the struggle against  勢 力の指 導者 と して何度 も投獄 され た。 民主 主義

dictatorial regime,he was jailed several times  と人権は自ず と彼の作品の中心的なテーマとなつ

Democracy and human rights naturally became the  た。代表的な作品に『時点の花』 (F′0″θ/sグ α

maor suttectS Of his writings during this period,and  νο″ι′′)や『 よろずの生』(■′ルο νsα′グιル
`S)が

F′οソθrsげ α νο″ ′′andル″彫ο
“
sα′グZブッιs are the  ある。彼が現在に至るまでずつと関心を寄せてい

representative literary products of this time Closely  る環境問題 も、人権問題 と深い関わ りをもつ。韓
related with human rights is environmental problems  国の産業化の波の中で、環境汚染 と自然破壊は大
he has been especially concerned about.In the wake  きな社会問題であつた。高銀を含めた重要な環境
of industralization of South Korea,environmental  作家達は環境問題を積極的に取 り上げ経済成長重
pollution and destruction have become a prominent 視の政策を批判 し、その批判は更に独裁主義 と消
social issue,and Ko Un as well as other important  費中心の文明へ と向けられていつた。『私の夜』
environmental writers in Korea have highHghted this   (2つ Eツθ′ブ′g,1988)に はそのような4寺 紹数がよく うか
problem and criticized growth… led government policy,   力`える。
which eventually led to the criticism of dictatorship 1980年 代 後 半の民 主政治確 立の成 功 の後 、現代

and consumption― oriented c市 ilization in general. 韓 国の動乱 の時局へ積 極 的 に関 わ つてい く者 と し

λイソEツθ″ノ″g(1988)is a g00d example ofthis trend.
As an active participant in the tumultuOus

て、高銀の関心は一つの方向転換 を し、南北朝鮮

統一へ と向けられ る。かつての監獄仲間であつた

events of Korea's modern history, Ko Un  現大統領 Kim Daelungと 南北再統合サ ミッ ト参
demonstrated his shi■ ed interest ater his country  加 のた め に北 朝鮮 を訪 問 した。『 南 と北』 (ルθ

succeeded in establishing a democratic government  Sο ″力α″″′力ι Ⅳο″′力,2000)に は南北朝鮮の独特な

in the late 1980s:reunincation of South―North  自然 と文化が描かれているだけでな く、二つの朝
Koreas.He宙sited with his former jail― mate,  鮮統一への情熱 と希望が うたわれている。その精
President Kim Dacttung,to North Korea as part of  神 で高銀 は国民文芸家連合(Federation of Writers
the Korean Reunincation Summit.In the poem  for National Literature)の 先導的役割 を担っている。
collection,動 θ Sο″力α〃 ′ル Ⅳο″r力 (2000),he nOt   今までに彼は詩、短編・長編小説、エ ッセイ、
only depicts the unique nature and culture of South  批評 を含 めた多岐のジャンルにわたって百冊以上

and North Korea,but he sings fuH of passion and  出版 し、その中のい くつか―『私の波の音 :高銀
longing for reunication oftwo Koreas.In that spirit   詩 選 』(ルθ Sο

“

″ググ ルレ ″レツ
`SIル

′θ
`た

グ Pο
`″

sο/κ0

he leads the Federation of Writers for National  υ′,1993)『 己を超えて :韓 国禅詩』(3りο′グS`′

Literature. ′θ∂κο″θα′Z“ Pοθ″s,1997)は 英訳 されてい る。最
100 volumes of  近 のイ ン タ ビュー よ る と、 現 在 の彼 の計 画 は韓 国So far he has 、vrltten over

books in d市 erse genres such as poetry,short stories,  の 芸術 的 、 文 化 的 な業 績 を世 界 に伝 え る こ とで あ

fiction,essays,and criticism,and some of his works   る。 (訳  山城 新 )

have  been  translated  into  several  languages,

in EngHsh, rみ
`

including two volumes published
Sο

"″
グο/ルレ″♭ν

`SI Sι
′θθ′θグPοθ″s6/κο υ″(1993)

and Bιノο′グSιJ/′θ∂κο″ια″Zθ″Pοθ″s(1997)
Now his current and future plans are to expose

Korea's artistic and cultural achievements to the rest

ofthe world as he stated in a recent intervlew.

Ⅲィ嘲‖|‐  _・■|   ■|‐1  ・‐41'1■・     ■|   ._■■|‐■
=■

 ‐‐■■■

Arundati Roy and the Real Costs of Living   Arundati Royと 生きることの真の代価について
Bruce AIlen(順天堂大学 )

“In the country
poised forever between

the horror of peace,
happening '

“So Small God laughed a hollow laugh,

and skipped away cheerfully.  Like a rich boy
in shorts.  Hc 、vhistled, kicked stones   The

source of his brittle elation was the relative

smaliness of his misfortune He clilnbed into
people's eyes and became an exasperating
expression."

that she came fronl,

the terror of war and

Worse Things kept
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The country is the Kerala region of southern

lndia   The 、voman, a leading character in Arundati

Roy's 1997 Bookcr Prize‐ 、vinning irst novel,「 力g

Gοグげ S″,α〃 rヵプ4gS  The elements are misbrtune,
mystery, passion, elation, and an ahnost impossible

yet irrepressible prcscncc of hope

Linguistically and stylistically innovative, and

complex in its storytelling,r力 ο Gοググ sIPlα〃 7カプ″gs

probes through multiple layers of tilne, persona,

culture, dreanl, and reality   Roy's 、vriting is likely

to relnind many readers of the magically complex
worlds of Gabriel Garcia Marquez and Salmam
Rushdie.  Or of the tenacious explorations of the

interrelations bet、 veen race, class, sex, and family

found in the writing of William Faulkner.  Or ofthe

multi― laycred inter、 veavings of myth, story, dream
and  reality  in  novels  of  lshilnure  Michiko

Suffusing Roy's urban― based story is a rank and
rampant presence of 、vildness.   Creeping its way

through the cracks in the pavement, as through the
pores,nerves,and cells ofthe human body,this wild

presence enmeshes people, passions and places in a

dense, sensuous, jungle― like atlnosphere   lt is a
、vorld 、vhere, as Roy describes it, “the sky was
orange, and the coconut trees were sea anemones
、vaving their tentacles, hoping to trap and eat an

unsuspecting cloud"  7カ θ Gοグis a tale of intrigue,

mystery and passion; of unsparing observation of
society and character; all recounted in a poetic style

that courageously exposes the possibilities and the
pitfalls of the human spirit.

Having first read Roy's complcx novel, I was

somewhat surprised when l found her second book,a
nonfiction work titled 7/7ι  Cο s′ げ Zブツプ′g   The
stark themes of its two essays are nuclear bombs and

dam  construction    ln  contrast to the  dense,
elliptical writing style of Roy's novel,the prosc here

is straight― to― the pOint logical, and clear as light.

Her essay``The End of lmagination"was occasioned
by the testing of nuclear weapons by lndia and
Pakistan in 1998.   Roy's passionate 、vriting is

steeped in a deeply ecological understanding and
concerno  She warns,yet also encourages us:

If there is a nuclear 、v ar, our foes will not be

China or AInerica or even each other   Our
foe will be the Earth herself    The very
elements――the sky, the land, the wind and
water――will all turn against us.  Their wrath

will be terrible.       Thcrc is beauty yet in

this brutal, damaged world of ours   Hidden,

fierce,immense.  Bcauty that is uniquely ours

and beauty that we have received 、vith grace
from others, enhanced, re― invented and made
our own.  We have to scek it out, nurture it,
love it.

The companion essay, ironically titicd “The
Greater  Conll■ on  Good,''  is  based  on  Roy's
investigative reporting on the construction of a

『 ささやかな物たちの神』 (r/7ι  GOノ げ S″α〃

動ルgS)は 1997年 のブ ッカー賞受賞作家 Arundati

Royの 最初の小説である。言語的にまた文体か ら
しても斬新な作品であ り、その語 り口は複雑に絡

み合 ってい る。

この作品は多層な時間、文化、夢そ して現実を

探究 してい る。彼女の作品を読む と、多 くの読者
はガブ リエル・ ガルシア =マ ルケスやサルマ ン・

ラシュデ ィが描 き出す不思議に入 り組んだ架空の

世界を思い起 こすであろ う。あるいは、 ウイ リア
ム・ フォ‐ クナーの作品に見 られ る民族、階級、

性、家族の相互関係 をめ ぐる確平たる探究、また

は、石牟礼道子の小説 に描かれ る何層にも織 りあ

わ された神話、夢、現実が想起 され るか もしれな
い。都会 を中心に繰 り広げ られ る Royの 物語に見
られ るのは、繁茂す る野生の存在である。 この野
生の存在は、舗装道路の割れ 日か ら這い上が り、
人間の毛穴、神経、細胞 を通 りぬけ、人、感情、
そ して場所 を濃密かつ感覚的なジャングルのよ う
な環境へ と場 め とってゆ く。

最初 に読 んだ のが Royの 複雑 な小説 だ ったので、

次作 の ノンフ ィクシ ョン『 生 きる こ との代価 』(ルθ

Cο S′ げ Zノνルg)を 読 んだ ときにはい ささか驚 い た。
この作 品 に収録 され てい る二つ のエ ッセイ のテー

マ は核爆 弾 とダム建設 で あ る。 濃密 で省 略 が多 く

わか りに くい小説 の手法 とは対照 的 に、Royの ノ

ンフィクシ ョンは論 理 的 に要点 をつ かみ、大変 明

らか であ る。所 収エ ッセイ「想 像 力 の終焉 」(“ The
End of lmagination")は 、1998年 にイ ン ドとパ キス

タ ンで行 われ た核 実 験 を受 けた もの で あ る。 Roy
は 「核 戦争 が起 きるな らば、我 々の敵 は中国 で も
ア メ リカで も誰 で もない。 我 々の敵 は地球 にな る

で あ ろ う。 つ ま り、 四大 元 素― 空 、土地 、風 、水

一 そ の ものが我 々に向か つて くるで あ ろ う」 と綴

る。

も うひ とつ のエ ッセイ 「さ

Greater Common Good")|ま 、

に建設 中の超 巨大 ダム に焦 点

る公益J(“ Thc
ドのナラマダ川
てている。 これ

らな

イ ン

をあ



Dcc.10,2002            ASLE― Japan Newslcttcr               No.13
(trnegadanl''一 the Sardar Sarovar― ―on the Naramada
Rivcr in central india   This is but the largest of

some 3,200 dams being planncd for this single river

For this one dam alone,lnore than 10,000 people and

a vast ecosystem face “submergence"   Roy writes,

“The story of the Naramada Valley is nothing less

than the story of_Modern lndia.''  We might add that

this is thc story of llluch of the world―一and of Japan

in particular.  Roy goes on to explain the logical,

frightening, but normally overlooked link bet、 veen

bombs and dams:

Day by day, rivcr by river, forest by forest,

mountain by mountain, missile by missile,
bomb  by  bomb一―all■ ost  without  kno、 ving

it――、ve arc bcing broken   Big dams are to a

nation's “development" what nuclear bombs
are to its military arsenal   They're both
weapons of inass destruction  ..They're both

malignant indications of a civilization turning

upon itsclf.  Thcy rcpresent the severing of

the   link,   not   just   the   link――′力θ
″4グθrs′α″′ノ″g――bet、veen human beings and the
planet they live on    They scramble the
intelligence that connects eggs to hens,lnilk to

COヽVS, f00d to forests, water to rivers, air to lifc,

and the earth to human existence.

Discovering   the   mixture   of   fiction,

investigative reporting, and activism in Roy's works

should not have been surprising.  She 、vrites in the

company of other writer― activists such as Terry

Tempest Williams, Linda Hogan, Rick Bass, David
James Duncan, WendeH Berry, and Rachel Carson.
And,  notably,  that  of  lshirnure  Michiko一 ―for

especially in lshimure's■ ′たο(Zαたθげ 〃θαν
`′
),We

find a novelistic expression of the spiritual, cultural,

and environmental ``costs of living'' incurred by the

building of thc very sort of un、 varranted dams that

Roy writes of  Roy's investigative writing is also

in the spirit of lshilnure's writing and activism on

behalf ofthe people of Minamata

ln Roy's latest book, Pο ソar Pο ′″たs, she

furthcr develops her cxploration of the damages
caused by dams and goes on to tackle the problems

caused by globalization   Recently Roy's activism

against dams and in behalf of the displaced peoples

earned her a contempt of court citation fronl lndia's

Supreme Court.  In a third essay, “On the Writer's
Freedom of lmaginationメ ' Roy discusses the role of

author¨ activists.   The   siinilar   concerns   and

comlnitments among such、vriter‐ activists should not

surprise us   Rather, they should help us to better

understand the true costs of living and to bridge the

gap that often cxists bet、 veen literature and our livcs.

はこの川 に計画 されてい る約 3200の ダムの中で

も最 も大 きなものである。 この一つのダムのため

に 1万 人以上の人々 と広漠 とした生態系が水底に

沈む ことになる。Royは 「ナ ラマダ峡の話はつま

りは現代イ ン ドの話なのです」 と語 る。 これは世

界全体の話であ り、特に 日本の話で もあるとも言

える。Royは 生態学的見地か ら 「大 きなダムが国
の『 発展』に意味す るものは核兵器 が軍事備蓄に

意味す るもの と同様である。それ らは共に大量破

壊兵器である。それ らは共に文明 自身に向け られ

た危険な徴候である。それ らは卵 と鶏、 ミル クと

牛、食物 と森、水 と川、空気 と命、そ して地球 と

人の存在 を結びつける知性 を混乱 させ る」と語 る。

Royは テ リー・テ ンペス ト・ ウィ リアムス、 リ

ック・バス、 ウェンデル・ベ リー、 レイチェル・

カー ソンといったアクテ ィヴィス ト作家 と同 じ部

類に属す る。そ して特に石牟礼道子 とは共通点が

多い。なぜな ら石牟礼の『 天湖』は Royが 書いて

いるよ うなダム建設 によつて こ うむつた生 きるこ

との霊的、文化的、環境的代価 (犠 牲)に 小説的

な表現 を与 えているか らだ。

Royの 最新作 であ る『 パ ワー ポ リテ イクス』

(Pοフι″Pο′ノ′′cs)は 、ダムによつて引き起 こされた

損害をさらに検討 し、グローバ リゼーシ ョンの問

題 に取 り組んでいる。最近彼女はダムについての

活動のためイ ン ドの最高裁判所か ら法廷侮辱行為
とい う罪 を科せ られた。「作家 の想像力の 自由に
ついて J(“ On the Writer's Freedom of lmagination")

と題 されたエ ッセイの中で、Royは アクテ ィヴィ
ス ト作 家 の役 割 につ い て述 べ て い る。 Arundati

Royの 作品は必然的に物議 をか もす と同時に根本

的 に人 々に活気 を与 えるものである。 (訳  ブル

ース・ ア レン)
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Nature W「 iting in Talwan

Hwoung―chang Liou
Chinese Military Academy,Talwan

Through a serious earthquake in 1999, people

in Taiwan experienced a natural catastrophe and
bcgan to reevaluate their relationship with nature.
An ecological consciOusncss has been a、 vakened
Serious mudslides that destroyed the mountainous
region after thc earthquake seemed to accelerate the

losing of Formosa, ``a beautiful island in a graceful

ocean"  Chen Yu― feng is an outstanding eco― fictiOn

writer  who  is  also  a bi01ogist  married to  a
photographer.  They worked together on a historical

book called:[h` 92′  Eα″′力9γαたι α″″ Zα″グ E′乃ノθs.

The book ilnpresses readers with its pictures and
insightful ideas that echo Aldo Leopold's / Sα ″グ

Cον″ケ И′″α″ασ.  Most of the academic reports
focus on how tO resurrect a cominunity out of the

debris of broken gardens.  Other nonfiction nature
、vritings try to evoke people's vague sense that
environmental  problems  exist.    As  mentioned
repeatedly in Chich― mu Lce'sB′νθ Sゎ′/Crι ι″ ″η′ι″

/P27″θ Zα″グand Gノッ′Mc BαθたNa′
“
″ι,nature writers

concentrate on the presentation of contemporary
ecological problems by comparing them with the past
memorles.

Lin Chun― yi warns in his 7/7θ  Rι′ Zノg力′ げ
Ⅳα′

“
″
`, 

″力ικ Cαη r力θ Pο〃ν″ο′ 0′ 物 ノソα′ bι

S′Эppθ′, 7カι P′οb′ι″s げ Pο〃
“
″ο″ ノ″ 物 ノ″α′ that

Formosa is no 10nger a beautiful island after serious

pollution.  In response to the fast disappearance of

some species in Taiwan, books like И ン7gノ′αη′ Fブs乃

by Hung Shu― li focus on the collections of the special

species that are still seen on the island but might
disappear for good   C“ ブ′ι ″ο ハrα ′

“
″ιメ 7b'フ α″む

Mα″g/οッ
`by Kou Chi―

young records the resurrection

of the、vetland inhabited by mangrOve and waterfowl.

Su Ren― hsiu is a photographer whO has recorded the
Taroko Gorge National Park with his lens  His
brochure provides beautiful pictures with stories of

his adventure in the national park   Hsu recounts his
journey using the cyclic orders of seasons with the

myth of each season.    Beautiful pictures and
evocative narratives of Hsu's brochure help readcrs

understand nature better

Lamentation for the fast disappearing nature
also appears in sOme poems.  Kevin Sun in rhθ
乃 ″ι″ げ Bαろθ′ shows his keen reaction to the
changing environment.  “An Elegy for the Maple
Tree'' mourns the maple that sa、 v schoolboys and
girls going to school, listcncd tO thc steps of senior

walkers, and reflected images in the poet's window.

One day,the trce、 vas cut down.  The poet accuses a
、voodchopper  of  dismembering  the  tree  that
symbolizes life in nature.  In Pai Chia― hua's “The
Breath of Treesメ ' the poet treats trees as biological

creatures  、vith  an  intrinsic  value.    Trees  are

signifiers Of shelters that adopt birds and soOth

台湾のネイチャーライティング

1999年 の大地震 を通 して、台湾の人々は深刻 な
自然災害を経験 し、 自然 との関係 を再確認 し始め
た。 エ コロジカル な意識 が 目覚 めたのだ。地震
の後山岳地域 を襲った大きな土砂崩れ によつて、
ポル トガル語の Formosaが 意味 した 「優雅な海 の
上の美 しい島」 としての台湾は加速度的に失われ
ているよ うだ。Chen Yu‐ fengは 生物学者であると
同時に優れたエ コフィクシ ョン作家である。 写
真家のパー トナー と二人で発表 した歴史書『 921
大 地震 と土地 の倫理 』 (動ι 92′ Eα″′カタναたι α″″
二α″″Eルたs)は 、写真だけでなくアル ド・ レオポル
ドの『 野生 の うたが 聞 こえ る』 (И Sα′″ Cονれク
Иttα″αθ)を 思わせ るよ うな洞察力で読者 に感銘 を
与 えた。 多 くの学術的な報告の関心はいかに崩
壊 した楽園の瓦礫の中か ら共同体を再生 させ るか
とい う問題 に向けられ、ネイチャー ライテ ィング
は環境問題が存在 してい るとい う人々の漠然 とし
た 認 識 を 高 め る こ と に 力 を 注 い で い る 。
Chich― mu Leeの 『 青い空・緑の水 。浄土』 (3/1rθ

Sり/G″ι″物 ′ι′″″″
`ι

α″のや『 自然をかえせ』(Gルι
几イι BαθたⅣα′″θ)の 中で繰 り返 し述べ られているよ
うに、ネイチャーライテ ィングは過去の記憶 と比
較す ることによって、現代環境問題 を明 らかに し
よ うとしている。

Lin Chun‐ yiは『 自然の赤信号』(賜θ Rθグクg力′げ
Ⅳα′γ″ι)、 『 台湾 の環境汚染 が止む ときは』 (〃ル′
Cα″′みθ Pοノ′ν′ノο″げ 物ルα″ろθSnηθの、や『 台湾
の汚染問題』(動ιP″οb′ι″sグ Pο〃夕″οれブη物ノ″α4)
といった著作の中で、深刻 な環境汚染の後、 も う
台湾はかつての 「美 しい島」ではない と警告 して
いる。台湾の動植物種が急激に絶滅 しつつある現
実を目の前に して、Hung Shu― liの『 警戒す る魚』
は島で依然 として 日にす ることはできるが絶滅の

危機 にある種 について書いてい る。『 自然へのガ
イ ドー 台湾 のマ ング ロー ブ』 (G“ノグθ′ο Ⅳα′

"″
θず

カルα′むルイα″grοッ
`)の 中で Kou Chi― youngは マ ン

グローブ と水鳥が生息す る湿地帯の再生について
記録 して い る。 Su Ren―hsiuは 太魯 閣 国 立公 園

(TarOkO Gorge National Park)を レンズで追 う写真
家である。Suの パ ンフレッ トは美 しい写真 と一緒
に、彼の国立公園の冒険 をめぐる物語、四季の神
話 とともに語 られ る彼の旅 の記録が添えられてい

る。彼の写真 と想像力 を喚起す るナ ラティブは読
者の 自然理解 を助 けてい る。

消 えゆ く自然へ の悲嘆 は詩 に も うかが え る。
Kevin Sunは『 バベルの塔』(ル`乃

″ι″げ Bαιι′)の
中で変わ りゆく自然への敏感 な反応 を見せてい る。
「カエデのためのエ レジー J(“ An Elegy for the
Maple Tree")は 、子 ども達の学校への登校 を見つ

め、老人達の足音を聞き、詩人の窓にイメージを
写 していたカエデヘの悲歌である。 ある日その本
は切 り倒 され、詩人は 自然における生命の象徴で
あつた木 を切 つた本 こ りを非難す る。Pai chia― hua
は 「木 々の呼吸J(“ The Breath of Trees")で 、本
を本質的な価値 を持つ生命体 として扱 う。木は宿
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peoplc 、vith their leaves, t、 vigs, shadows, and fresh

air. Mar I― Gong and Han Han's ttθ  O″″ Eα′′力 ″υ

〃αッθ is an outstanding eco― fiction   Mar l― Gong has
published  several  collections  on  the  theme  of

environmental  concern     Yang  Ming― tu  mocks
human ignorance in his fable storiesi “Whatever
Nature is Good," and“ The Right Time is Over''
Yang aims to disclose the inner 、vorld of anilnals.

AH birds and animals prefer to e可 oy freedOm in the
wilderness than to be domesticated.

As  for the  travelogues  concerning  nature

、vriting, they are mainly nostalgic records about the

topology of the past.  Trails have seldom retraced

and blur like pathiess、 vay in the mountainous range.

In June 2002, brave mountaineers sponsored by La
Ne、v, a shoe company, tried to retrace the trails

through mountains in Taiwan.  Five of the hundreds

overcame  hardship  and  fulfill  their  dream  of

conquering the mountain   They will have their
journal published soon. Historical records about

the disappearing trails are: τ力ι Fοο″″ノ″′S げ
И″c`s′οrs  ノ′  7bブ ソα″  by  Hung  Yin― shen,  and
Rθ′″αθノ″gα′グ′77ツ aS′ノgα′ノ′gO′グ ルα′′sノ′ 物 ノ″α″by
Liu Ke―hsiang.  As an island in a graceful ocean,

the Oθθα′ノθ 物′″α′ by Yin Ping provides readers
with ilnages of the fertile fishery resources and the

specific life style of aquaculture

As environmental ethics become the focus of
worldwide attention,nature writing has also emerged
in the last two decades in Taiwan.  Although nature

writers remain but a small contingent, they are
people with vision and insight into relationships

between man and nature.  They desire to establish
an  ecocentric  rather  than  an  anthropocentric
philosophy of life.   To establish a balanccd and

harmonious biotic conlmunity, nature writers in
Taiwan call for a humble and silmple lifestyle.
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書誌情報

●稲本正編『森を創る 森と語る』(岩 波書店、
2002)

会員 で あ る稲 本 氏 の新著。 各界 の賢者 (C.W.ニ
コル 、筑紫哲也 、今森 光彦 、永 六輔 、 中村桂 子 )

が語 る森 につ いて の熱 きメ ッセ ー ジを集 めた もの。

様 々 な角度 か ら「森 」が と りあげ られ 、「森 」がい

かに 日本 人 の魂 に影 響 を与 えて きたか再認 識 させ

られ る。 なお本 書 の売 り上 げの一割 が熱 帯林 の保

護 と再 生 にまわ され る とい うこ とで あ る。 (上 岡 )

●岡 島成行『 自然 学校 をつ くろ う』 (山 と渓 谷社 、

2001)
会員 で あ る岡 島氏 の新著。 現在 の環境破壊 の要

因の一つ に、人 々が 自然 か ら乖離 してい る こ とが

指摘 され てい る。 自然 との接 触 を とお して私 た ち

が変 わ らな けれ ば環境 は改 善 され ない。 現 状 を打

破 す る試 み の一つ に、自然学校 の取 り組 み が あ る。

自然 学校 は環境 教 育 の原 点 で あ り、そ の普及 が求

め られ てい る。 具体 的 な 自然学校 の取 り組 み が紹

介 され てお り、一 度 は訪 ね てみ たい もので あ る。

(上 岡 )

● ソ ロー 、ヘ ン リー ・ デイ ヴ ィッ ド/伊藤 詔 子・

城 戸光世訳『 野 生 の果実』 (松 柏社 、2002)
ソロー晩年 の 自然研 究 がデ ィー ン教授 に よつて

Wild Fruitsと して ま とめ られ 、そ の待望 の翻訳 が

本学 会員 で あ る伊 藤 氏 と城 戸氏 に よって 出版 され

た。 ネ イ チ ャー ライテ ィングの原 型 を創 始 した ソ

ロー の、新 たな 「人 間 と自然 の関係 」 が解 明 され

るこ とで あ ろ う。 ソロー のエ コロジーや環 境意識

の発 展 を辿 る上 で必読 書 とな るのはま ちがい ない。

(上 岡 )

●西 村頼 男・ 喜 納 育 江編 著『 ネイテ ィヴ・ ア メ リ

カンの文学』 (ミ ネルヴア書房、2002)

ネイテ ィヴ 。アメ リカン文学の背景的考察か ら

現代作家 。作品研究にいたるまで、広い領域が 14

の論考によ リカバー されてい る。ママデイ、シル
コウ、アー ドリックといつた有名 どころをきつち

りと押 さえつつ、た とえばチカー ノ文学研究の観

点を導入 してネイテ ィヴ・ アメ リカン文学 を斬 っ

てみせ るといつたス リリングな論考 も含む、意欲

的 な研 究書 で あ る。編者 お よび執筆者 の半数近 く

が ASLE‐Japan会 員。 (結 城 )

● 日野啓 三『 落葉  神 の小 さな庭 で』 (集 英社 、

2002)

今秋逝去 された 日野氏の短編集。生/死 、現実

/幻 想、肉体/霊 、意識/無意識、光/闇 、 自己

/他者、 日常/他 界のイ ンター フェイスか ら発せ

られ ることばが、魔術的 リア リズムの磁場 を形成

しつつ、「人間 とい う生物」の強度の肯定を導いて

い る。「種 を超 える生命的経験」といったネイチャ
ー ライテ ィングの主要概念 もみ られ るが、それが
「(自 然 と)気軽 に共存共感 してはいけない」とい

うスタンスにもとづいている点に、 この作家特有
の 自然観が うかがえる。 (結 城 )

●Andcrson,Lorraine and Thomas S.Edwards,eds.
И′ffο

“
θο″7みお Eα′′カメ乃ツO Cθ″′

“
′ノθsげ

し「S ″b″ι″′
s Ⅳα′

“
′θ″レ″ノ″g,Hanoveri UP of New

England,2002.

編 者 の ひ と り Lorraine Andersonは 、ネ イ チ ャー

ライ テ ィ ン グの キ ャ ノ ン形 成 にお け る男性 偏 重 を

指 摘 し、1991年 に女性 ネ イ チ ャー ライ テ ィ ン グの

ア ン ソロジー を編 んでい る。本 書 は、前 作 Sプsたrsげ
ルθ Eα″ル と同様 、ア メ リカ合 衆 国 の女性 作家 の作

品 に限定 して はい るが 、時代 の枠 は幾分拡 げ られ

19世紀 前半 か ら現 代 まで をカバ ー。本 書 に集 め ら

れ た女性 作家 の声 は、男性 中心主義 的 に構 築 され

て きた <自 然 >を め ぐる社 会 的 。文化的 コー ドの

再考 を うながす 契機 とな るだ ろ う。 (結城 )

● Dixon,Terrell F.,ed.CFヶ ″′′グSf Ess,ノsα
“
″

S′ο″ノ
`s 

αbο

“
′」rbα′iVα′ν′ι.Athens:U of Georgia P,

2002
都市 とい う自然、都市における野生 を描いた 35

篇 のエ ッセイ 。物語 を収録。ほ とん どが 90年代以

降の作品。 これは、 自然/都 市の二項対立がいか

にアメ リカ合衆国に伝統的であつたか とい うこと

の裏返 しなのだろ うか。蛇足なが ら、同様のテー

マを扱 つた詩のアンソロジーに、υ″bα″Ⅳα′z″α

Pοθ″sαわ0“′〃′′″′r/2ブれ′力
`Cプ

ッ (Ed.Laura― Anne
Bosselaar,Minneapolisi Milkweed,2000)が ある。

(結城 )
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● Duncan,Da宙 d James  的ノS′0ッ αs Ъ′グ″
″物′β′i Cο feSSプοれs,D″

“
ブグブε,Rα″′s,Rιβι

`′

″ο′s,

3ノ″″―Ⅳα′
`カ

プηgs,Fノ sカーS″α′たノ″gs, /1sブο″s,Sοれgs α″″

P′クノθ″s,R9ルαθ″′gLノg力′,クο777Z′ ツプ4g R′νθrs,′″′力θ

Иgβ 6/′ /7`′″′ンs′′′αノDα″た  San Francisco:Sierra
Book,2001

この作家 を説 明す る ときにエ ドワー ド・ア ビー 、

ノー マ ン・マ ク リー ン、 リチ ャー ド・ ブ ロー テ ィ

ガ ン、等 の作家 を並べ てみ た らこの作家 のイ メー

ジ もわいて くるはず で あ る。 ネ イチ ャー ライテ ィ
ングの名 作 動ιRノνι″翡り (1983)を 始 め と してユ

ーモ ア と深 淵 な る思 索 とア クテ ィ ビズム を織 り交

ぜ た文 体 は しば しば「天 才的 」と評 され る こ とも。

因み に本 作 品は 2001年 度 の全米 図書賞 の ノ ミネ
ー ト作 品。 (山 城 )

●Gottheb,Robert. E″ッJ7・ο″722θ″′αノノs770υ′bOγ′″r

E″′′ο′ノ′g Ⅳι″Pα′カフαッsル/C力α′g`. Cambridge:
MIT Press,2001.

環境 と公 正 の観 点 か らア メ リカ環境 史 を読 み解
いた Fοκルgル

`助
″77g(1993)の 著者 に よる最 近 の

著作。 一貫 して見 られ るのは、都 市生活 に生 き る

人 々の実生活 と環境 問題 の関係 を考察 し、環境 史

や環境保護 運動 を もつ と多様 で幅広 く見て い こ う

とす る立場。 (山 城 )

OHay,Pcter. Mα″ Cン″″
“

′sル ″υs′ι″

E″ップ′ο′727θ″′α′r力ονgヵ′.  sydney:U of South Wales
P,2002.

西洋 文化 にお け る (と い つて もこの本 の枠組 み

は も う少 し狭 いか も しれ ないが)環境 思想 を トピ

ック別 に概説す る。今 まで これ ほ ど手際 よ くま と

め られ た環境 思想 。運動 関連 の著 作 はなか つた の

では。 入 門書 、参 考書 として クラスで学 生 に使 わ

せ るな り、手元 にお いて小事 典 の よ うに使 うな り、
いわ ゆ る 「使 え る」本 とい つた ところ。 エ コク リ

テ ィシズムヘ の直接 的言及 は ない。 (山 城 )

● Lomborg,Bjorn r力 β sλι′′たα′E″ッ″ο′″
`′

′α′ノs′「

ノ′ιαs“″ブ′g′力θ Rθα′S′α′θ
`プ

′力ι″し″′
`′

 Cambridge:
Cambridge UP,2001.

「環境 をめぐる諸々の問題は実際には改善傾 向
にあ り、環境保護主義者達が言 うよ うには悪化は
していない し、 これか らも改善 してい くだろ う。」
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統計学を専門 として、グ リー ンピースの環境活動

家で もあつた著者はあ らゆる統計情報 を再解釈 し、

環境保護主義者達に疑間を投げかける。500ペ ー

ジに及ぶ本著の大部分はデー タの解析 と環境保護

主義者達への反論 に費や され るが、著者は決 して

反 。環境保護 を唱 えてい るのではな く、実際の問

題 の客観的な把握、それ に基づいた解決 と方法 と

優先順序に関 して論が展開 され る。環境問題 に関
わる者 として私達は著者の懐疑論 にどう応 える事

ができるで しょうか。本 当に環境は改善方向にあ

るので しょうか。我々身近な問題 と照 らし合わせ

てみ るといろいろこの本の問題点が見えて くるか

もしれません。 (山 城 )

● Merchant,Carolyn r力 θc。′γ″b′α Gz′′ι′ο

И″ι″たα″E″ッ″ο″″ι″′α′〃お′οッ,Ncw York:
Columbia UP,2002.

『 自然の死』や『 ラデ ィカル・エ コロジー』な

どの著書で知 られ るマーチャン トの新著。アメ リ

カの環境史に関す る文献は多いが、本書はその懇

切丁寧な解説で読者 を魅 了す る。 この分野での定

本 となろ う。200ページにお よぶ資料 と書誌は貴

重である。 (上 岡 )

● Nash,Roderick Frazier.〃 ′′グι″″θss α″グ′力ι

И″
`″

たα′1イメ″″,Fourth Edition,New Havcni Yale UP,
2001.

1982年 出版の第 3版 か ら 20年ぶ りの名著の新

版。 あ らたに Epilogucと Bibliographyが 付 け力日え

られただけだが、ナ ッシュはあらゆる環境汚染の

なかでも最大の汚染は心の汚染であると強調す る。

私たちの価値観や姿勢 をただす うえで、現在で も
Wildernessは 貴重なもの とい うことを再認識 させ

られ る。 (上 岡 )

● Steinberg,Ted. Dο ″″′ο Eα″′み」Ⅳα′
“
″θむRοノιブれ

И″
`″

たα″〃,s′οrノ・OXfOrd:Oxford UR 2002.
ヨー ロッパ移民の与えた生態系への影響、土地

と合衆国成立の過程 における土地の役割、19世紀
後半の消費社会の台頭等を大きなテーマ として、
アメ リカ史を見てい く。幅広い トピックをお手玉
のよ うに 自在 に操 ってい く手際のよさで、専門研

究者だけでな く、一般や学生にも面 白く、読みや

すい本。 (山 城 )

事務局より

鰤 :鮭墓スニ五J酬血鳥徊 鵞にな墨冬襴麒轟轟轟撫亮熙罐晰鞣

|卜 国際シンポジウムのご案内

2003年 3月 4日 (火)よ り7日 (金)ま で、琉球大学において文学・環境学会国際シンポジウムが開催さ
れます。総合テーマは「自然―都市、田園、そして野生」、グス ト・スピーカーには、ゲー リー・スナイダー
氏をはじめ、国内外から著名な作家、研究者をお招き致します。会員の皆様にも奮つて御参加いただきたい
と思います。招聘講師は以下のとおりです。



一プ
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ゲー リー・スナイダー (詩人 )、 ロバー ト・マイケル・パイル (作家)、 高銀 (大韓民国、作家)、 カーシャン、
リウ (台 湾、作家 )、 スコット・スロヴィック (ネ ヴァダ大学教授 )、 シェリル・グロットフェルティ (ネ ヴ
ァダ大学教授 )、 森崎和江 (作家)、 加藤幸子 (作家)、 崎山多美 (作家)ほか。

なお、この国際シンポジウムは、2003年度の全国大会を兼ねることが、総会で決定しております。どうかご

了承下さい。

|ゞ

2003年度スケジュール

3月 4～ 7日    国際シンポジウム「自然‐都市、田園、そして野生」
3月 20日     『文学と環境』第 6号投稿締切
4月 下旬    Newskter No.14発 行予定
5月 下旬     2003年度役員会
9月 下旬     『文学と環境』第 6号刊行

入会 口変更・退会窓口

ASLE¨Japan/文学・環境学会事務局幹事
〒903-0213 沖縄県西原町千原 1番地
琉球大学法文学部 喜納育江研究室内
Tel&Fax:098-895-8291 E― mJl:ikuCkina@H・ u_ryukyu.acjp

※ 今年度の会費をお支払いになっていない方は、お早めにお願いします。

郵便振替  口座番号 :01380-1¨ 56784
加入者名 :ASLE― Japan(文学 。環境学会)

|》 その他

ASLE―Japanコ ンピュータ委員 (岩政/山城)ではホームページに関する御意見、御要望、掲載希望の
情報等を募集しております。何かございましたらいつでもコンピュータ委員まで御一報下さい。

ホームページuRL:<hipノ/―w.scs.un■ edu/～ shinyか

連絡先 : 岩政 伸治<iwamasa@shirayuri.acjp>、 山城 新<shiny@uninevada.edp

4ず ニューズ レターヘ原稿をおよせ ください :

エッセイ、学会報告、授業のシラバス等、ニューズレターヘの原稿をお待ちしています。なお、電子
メールでのご投稿の際には、念のためニューズレター編集委員全員宛(kamiOka@cC・ kOChi― u.acjp,

yamashiroshin@yah00.cojp,yuki@hSe.tut.acjp)に お送りください。

編集後記

新編集委員による最初の号をお届けします。なれない作業に戸惑い、予定より少 し遅れてしまいましたが、
強力な若手編集委員と会員の協力をえて、何とか年内発行にこぎつけました。特集を含め、多くの情報を提
供できたことで、ニューズレターとしての格好はついたかなと思つています。ニューズレターヘの投稿は随
時承つています。編集委員までお寄せください。では3月 に沖縄でお会いしましょう。(K)

ASLE―Japan/
文学 。環境学会

Newsleter No.13

【発行】
ASLE―Japan/文学・環境学会

事務局 :琉球大学 法文学部

山里勝己研究室内
〒903-0213沖 縄県西原町千原 1番地

Tel&Fax:098-895‐ 8295

E―mail:yamazato@Hu_wulyu.acjp

【編集】
編集委員長 上岡克己
〒780-8520高 知市E署町 2¨ 5-1

高知大学人文学部
E‐mall:kamioka@cC.kOChi― u acjp

12 再生紙を使つています


